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【要 約】 

 学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」のために、ＩＣＴ

を適切に活用した学習活動の充実を図ることが重要であると示されている。そこで、「主体的・

対話的で深い学び」を実現し、教科目標を達成するための、学習指導に生かせる効果的なＩＣＴ

活用の在り方について、２か年継続で研究に取り組むこととした。本年度は、ＩＣＴ活用の意義

とその有効性を深め、学習指導に生かせる効果的なＩＣＴ活用に係る資料を作成した。 

【キーワード】 主体的・対話的で深い学び 教科目標 ＩＣＴを活用した授業づくり 

教科指導における効果的なＩＣＴ活用 思考を深める学習 

１ 研究の目的 

学習指導要領では、「主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授業改善」のために、各学

校において、ＩＣＴ環境を整え、ＩＣＴを適切

に活用した学習活動の充実を図ることが重要で

あると示されており、各学校においてＩＣＴを

活用した授業実践に取り組んでいるところであ

る。 

文部科学省『学びのイノベーション事業実証

研究報告書』（2014）では、ＩＣＴについて、

「情報通信技術（ＩＣＴ）は、時間的・空間的

制約を超えること、双方向性を有すること、カ

スタマイズが容易であることなどがその特長と

いえる。子供たちの学びの場である学校におい

て、このような特長を効果的に活用することに

より、子供たちが分かりやすい授業を実現する

とともに、基礎的・基本的な知識・技能の確実

な習得、思考力・判断力・表現力等及び主体的

に学習に取り組む態度の育成など、子供たちの

確かな学力を確実に育成するよう取り組むこと

が重要である。」と述べられている。

また、文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想の

実現について」（2020）によると、１人１台端

末を活
い

かした学びの変容は、ステップ１「“す

ぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”活かせ

る１人１台端末」、ステップ２「教科の学びを

深める。教科の学びの本質に迫る。」、ステッ

プ３「教科の学びをつなぐ。社会課題等の解決

や一人一人の夢の実現に活かす。」の三つの段

階でステップアップしていくと示されている。

つまり、１人１台端末導入２年目の現在は、ス

テップ１から少しずつ活用の幅が広がってきて

おり、今後は、ステップ２に向けての支援が求

められていくと推測される。

さらに、本県では、えひめＩＣＴ教育３か年

計画「ＩＣＴ未来創造プラン」（令和３～５年

度）を策定し、３か年を、フェーズ１「スキル

アップ・意識改革期」、フェーズ２「アクショ

ン期」の二つの段階に分割して、ＰＤＣＡサイ

クルの下、プランの計画的な実践、確実な実現

を目指している。本年度からはフェーズ２「ア

クション期」として、フェーズ１において培っ

た児童生徒のＩＣＴ活用スキル及び意識の高揚

を基に、児童生徒の主体的なＩＣＴ活用を促進

することが求められている。

教科教育室でも、「主体的・対話的で深い学

び」を実現し、教科の学びを深めるために、そ

して、教科ごとに示された目標を達成するため

に、効果的な場面でＩＣＴを活用して分かりや

すい授業を行うことは、極めて重要であると認

識している。 

以上のことから、学習指導に生かせる効果的

なＩＣＴ活用の在り方について、現場の実態や

ニーズを考慮に入れながら、より実践的な研究

に取り組み、「主体的・対話的で深い学び」の

実現と教科目標の達成を目指す先生方の教育活

動を支援することとした。２か年継続の１年目

である本年度は、教科指導におけるＩＣＴ活用

の意義とその有効性について研究を深め、学習

指導に生かせる効果的なＩＣＴ活用法に係る資
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に記述する。このようにすること

で、教室にいる生徒だけでなく、

自宅にいる生徒もリアルタイムで

授業を受けることができる。 

研修効果 iPad が手元にあれば、教室のど

こにいても板書が可能であること

を確認できた。指導方法の幅が広

がった。 

イ 受講者の声

キャリアアップ研修Ⅰ「本県における教育課

題への対応」の講座（小・中・県立学校教諭、

養護教諭、栄養教諭合同）で、「情報活用能力

を育成するために」をテーマに協議を行った。

各自の取組や課題対応の視点と具体策について

話し合う中で、教科指導におけるＩＣＴ活用に

関する内容として次のような意見が出た。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ＩＣＴ活用についての実態把握

ア アンケートの実施

中堅教諭として、校内で中心的な役割を担う

ことが期待されるキャリアアップ研修Ⅱの受講

者を対象に、「教科指導におけるＩＣＴ活用」

についてのアンケートを実施した。Microsoft

Formsを使用し、本センターで研修を受講するタ

イミングに合わせて、７～８月に行った。

回答数は169（小学校65名、中学校38名、高等

学校・中等教育学校30名、特別支援学校36名）

であった。アンケートの設問は次のとおりであ

る（表２）。 

表２ アンケートの設問 

設問８、９、11の「学習場面」とは、『教育

の情報化に関する手引（追補版）』（文部科学

省 2020）の「学習場面に応じたＩＣＴ活用事

例」で示されている学習場面のことを指してい

る。ここでは、「ＩＣＴを活用した学習場面」

を、「Ａ 一斉指導による学び（一斉学習）」

「Ｂ 子供たち一人一人の能力や特性に応じた

学び（個別学習）」「Ｃ 子供たち同士が教え

合い学び合う協働的な学び（協働学習）」の三

つに分類し、それぞれを更に細分化して、10の

具体的な場面を示している（詳細については、

後出の図２参照。）。 

イ アンケートの結果及び分析

(ア) ＩＣＴ活用の目的及びＩＣＴの活用

場面 

アンケート項目７の結果は、図１のとおりで

ある。 

・授業においてＩＣＴを活用した場合、本当

にＩＣＴ活用が必要だったかどうか、実践

後に振り返る必要がある。

・分かりやすく学び合うために、目的意識を

持って使うことが必要である。

・ＩＣＴを使用することで、授業の流れが止

まってしまうので、使用するタイミングの

見極めをしっかりしていけるようにした

い。

・情報の取捨選択や、正しい情報であるかど

うかの見分け方をどう指導するか、研修し

ていきたい。

・調べ学習において、調べるのはタブレット

端末で、まとめるのはアナログで行うのが

スムーズだった。

・調べ学習の際は、子どもたちの意識の流れ

に沿っているかなど、テーマ設定が大事で

ある。

・情報をたくさん入手できるけれど、正しい

判断をしたり、自分の考えを持ったりする

ことができていない。

１ 勤務している学校種はどれですか。 

２ 担当学年は何学年ですか。 

３ 主な担当教科はどれですか。 

４ 授業で、よく使用するＩＣＴ機器はど

れですか。 

５ 授業で、先生自身がＩＣＴを活用する

頻度として、最も適当なものはどれです

か。 

６ 授業で、担当している児童生徒がＩＣ

Ｔを活用する頻度として、最も適当なも

のはどれですか。 

７ どのような目的でＩＣＴを活用してい

ますか。 

８ どの学習場面で活用していますか。 

９ ＩＣＴが有効であると感じるのは、ど

の学習場面での活用ですか。 

10 授業でＩＣＴを活用してみて、児童生

徒の学習活動に効果があったと実感する

ことがありますか。 

11 今後、研究・研修したいのは、どの学

習場面での活用ですか。 
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